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春日部地区浦高会『喫茶去』２０１５年５月２６日 第１７７号（文責：香田） 

 

●全員参加の「おもてなしの会」その３ 

 引き続き、豊田由貴

夫・立教大学観光学部教

授の講演です。 

  ＊  ＊ 

◆浦高生よ、女性にやさ

しくなろう ～現代日

本の「婚活」論～ 

今、私がこの解答を示

したとき、会場にどよめ

きが起こりましたが、そ

んなに少ないのかと驚く人が多いと思います。ここ

でポイントになるのは、これは「未婚」男性の数字

だということです。実は男性全体では600万以上

稼ぐ人はもっといるのです。ですけれども、未婚男

性に限るとこういう数字になってしまうのです。つ

まり600万以上稼ぐ人は既に結婚してしまってい

るということなのです（会場笑い）。 

 今の状況を少し詳しく見てみたいと思います。こ

の表の下に出ていますが、未婚女性で600万円以

上の収入を望む人が約4割です。400万から600

万でいいという人が4分の1ぐらいいます。こだわ

らないと

いう人が

約3割い

ます。ただ

し、この

「こだわ

らない」と

いう人が、

では200万円でいいのか、100万円でいいのかと

いうと、実際にはそんなことはないだろうと考えら

れます（会場笑い）。結婚するとなれば、やはりある

程度の金額は考えるようになるのです。ですから、

600万円を望むという4割の人というのは実際に

はもっと多いかもしれないということです。 

 一方で男性の収入を見てみます。一つ上の行にな

ります。600万以上の人は3.5％です。400万か

ら600万の人が約2割です。200万から400万

の人が4割以上います。そして200万未満の人が

約3分の1いるのです。この状況だと、結婚するの

は難しいというのが想像できるかと思います。 

 そしてこのような話をすると、それは東京だから

水準が高いのだろう、地方では期待の水準はもっと

低いのではないか、ということをおっしゃる人がい

るかと思います。確かに地方では期待の水準は下が

ります。一つ上の行は青森の例です。600万円以上

望む女性の割合は13.6％です。そして400万から

600万という人が約4割ということになります。 

 

ただし、では青森で400万以上稼ぐ人がどれく

らいいるかというと、これは東京で600万稼ぐ人

の割合よりも、もっと少ないのです。青森で600

万以上稼ぐ人はわずか0.9％です。これに400万

から600万の人の1.7％を加えても2.6％で、東

京の600万以上稼ぐ人の3.5％よりも少ないので

す。ですから状況は地方でも同じです。ただその際

に出てくる数字のレベルが少し下がるだけだという

ことです。 

  ＊  ＊ 

◆1980年で変わった結婚環境 

 ではこんなに結婚しなくなった現在なのですが、

何が変化したのでしょうか。昔、50年前ぐらいは

日本人のほとんど全員が結婚していたのです。先ほ

どの生涯未婚率のグラフでおわかりのように、50

年前には生涯結婚しない人の割合というのは1％台

です。 

 結婚をめぐる

様々な要因が変

わったのは、だ

いたい1980年

代頃だろうと言

われています。

この時期に結婚

をめぐる状況がいろいろ変わりました。1980年代

以前とそれ以降を比較してみたいと思います。結婚

をするにはまず「出会い」が必要であり、相手を「選

択」することになり、そして最後に「決断」をする

ことになります。このそれぞれの項目について考え

てみましょう。 

 まず「出会い」です。1980年代以前は、出会い

は周りがセッティングしてくれることが多数ありま

した。また職場というのは今の言い方の「総合職男

性」と「一般職女性」の集まりでした。ですから昔

の職場というのは、今で言うと「巨大な合コン会場」

とでも言っていい組織です（会場笑い）。それに「見

合い」という制度もありました。ですから、「出会い」

はある程度多かったと考えていいかと思います。そ

して「選択」ですが、選択肢はそれほど多くありま

せんでした。そうなると基準はそれほど高くならな

いので選択はしやすくなるのです。そして最後の「決

断」ですが、結婚後のライフスタイルが画一的なこ

ともあり、決断はしやすかったのです。 

 これが1980

年代以降になる

とどうでしょう

か。まず「出会

い」は人によっ

てかなりの差が

出ます。 

 女性が働きやすい社会を‥！ 
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多い人は非常に多いのですが、少ない人は非常に

少ないというように、出会いには「格差」が生じま

す。ですから少ない人は自分で努力しなければなり

ません。「選択」は先ほどの話にあったように、競争

をするようになりますから基準が高くなります。最

終的に選択できない場合が生じるのです。そして最

後の「決断」ですが、ライフスタイルが多様化しま

すから、決断がしにくくなります。ある人と結婚す

れば海外に赴任になるかもしれないが仕事は大変そ

うだ、別の人と結婚すれば地方を回ることになりそ

うだとか、さまざまなライフスタイルがあるので、

決断がしにくいということになるのです。 

 これに加えて先ほどから出ている、経済的不安の

増大という要素が出てきます。ますます結婚しにく

い状況なのです。そしてもう一つ重要な要因が「親

との同居により結婚の決断を躊躇する」という現象

です。 

 パラサイトシ

ングルという言

葉があります。

山田昌弘という

社会学者が作り

出した言葉です。

先ほどの「婚活」

という用語もこの人が言い出したもので、この人は

このように流行る言葉を作り出すのがうまい人です。

パラサイトは「寄生する」ということで「シングル」

は独身者です。つまり「寄生する独身者」というこ

とです。定義のような形にすると「学卒後も親に基

本的生活を依存する独身者」ということになります。

大学を出て就職しても親と同居している人たちです。

皆さんの周りにもいらっしゃると思いますが、この

人たちは家に数万円とかある程度の額を入れて、母

親が食事を作ってくれ、掃除・洗濯もしてくれると

いうような生活をしています。自分の稼いだ収入を

かなり自由に使える立場です。実はこれは日本独自

の現象であって、アメリカやヨーロッパでは学校教

育を終えると若者は家を離れて独立するのが一般的

なようです。しかし皆さんご存じのように、日本は

親と同居する事例が多いです。そして、このように

親と一緒に生活している人たちは、結婚をすると自

分で家賃を支払って、生活費を自分で出さなければ

ならないので、そうすると今の状況よりも生活水準

が下がるということが予想されてしまうのですね。

ですから、これが結婚をためらう原因となるという

わけです。 

 実はこういうことを調べた調査があります。この

グラフは女性の視点から見たものですが、自分の親

の収入と、結婚相手となる夫の世代の収入を比較し

て、それと結婚の確率との関係を見たものです。親

の収入が、夫となる世代の収入と比較して、相対的

に高ければ高いほ

ど、結婚の確率が

低くなっています

（会場笑い）。結婚

すると生活のレベ

ルが下がることが

わかってしまうの

です。逆に親の収

入が相対的に低ければ、結婚の確立は高くなってい

ます。結婚した方が経済的に有利な状態になれるの

です。これは時代によって微妙にグラフは変化して

いますが、傾向としてはきれいに右下がりのグラフ

になります。 

ということになるのですが、もう一度、婚活を推

奨している人たちの論理というものを確認しておこ

うと思います。まず、現在の若年を囲む状況は、結

婚をしにくい状況です。そして、待っていても理想

的な結婚相手は現れません。ということで、結婚を

するためには、そのことを強く意識し、そのための

活動をしなければならないということです。 

  ＊  ＊ 

◆結婚推奨論として 

では、以上のことを踏まえて、これからの結婚と

いうのはどのよ

うに考えたらよ

いのか、この山

田昌弘と白川桃

子の２人が言っ

ていることを確

認しておきます。

まずは男性のみの収入に依存しないということです。

今や高収入を得る男性の数はますます少なくなって

きています。で

すから、男性だ

けの収入に依存

せず、女性も働

いて世帯収入を

上昇させること

が必要になりま

す。男性が400万円しか稼げないのならば女性も

200万円を稼いで世帯収入を600万円にすればよ

いということです。男性が300万の収入ならば、

女性も300万円稼いで世帯収入を600万円にすれ

ばよいということです。そして、そのように女性も

働くのならば、男性も家事・育児を負担するべきだ、

ということになります。これがこれからの結婚のあ

り方ということになります。 

さらに私からは、もう１歩進んで、社会全体とし

て結婚しやすい社会を考えていただきたいと思って

います。いくつかの提言を示したいと思います。ま

ず男性の長時間労働を減らすということです。男性
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が長時間働いて

いては、そもそ

も女性との出会

いが少なくなり

ます。そして女

性と結婚しよう

とする余裕も無くなります。たとえ結婚したとして

も、家事・育児を負担できなければ、夫婦関係もう

まくいかなくなります。 

私は別件でフランスと日本の労働時間の差を調べ

たことがあります。日本人の方がフランス人よりも

労働時間は長いのですが、社会全体としてはそれほ

ど大きな差は出てきません。しかし、男性の正規雇

用の人だけを取り出して比べてみると、日本人はフ

ランス人の倍以上の時間、働いています。女性や非

正規雇用の人を入れると、この人たちはそれほど労

働時間が長くないので国の差は小さくなりますが、

男性の正規雇用だけを比べれば日本人はフランス人

の倍以上働いているのです。それでいて1人あたり

の国民所得はほぼ同じです。このような日本の長時

間労働は何とか止めていただいた方がいいだろうと

いうことです。 

2点目は、女性が働きやすい社会にするというこ

とです。女性も世帯収入を増やすために働かなくて

はいけませんから、できるだけ女性が働きやすい、

できれば正規雇用者として働けるような社会にしよ

うということです。 

最後は婚活推奨論と同じですが、男性も家事・育

児を負担しようということです。 

以上のような

話をすると、反

論が出るかもし

れません。出そ

うな反論を考え

てみたいと思い

ます。まず、結

婚は努力してす

るものではないだろう、努力しなくても結婚相手は

見つかると思う、というものです。結婚に偶然の出

会いなどを期待しているのかもしれません。もちろ

ん、偶然の出会いはあるかもしれませんが、これま

で確認したように、結婚をめぐる条件が厳しくなっ

ていることは事実であり、結婚を望むのならば、あ

る程度それは意識してもらい、そのために努力して

もらった方がいいだろうという再反論ができるかと

思います。 

また、別の反論として、結婚は個人の自由であり、

他人から勧められるものではない、という人もいま

す。これはそのとおりです。しかし、繰り返しにな

りますが、結婚をめぐる条件は客観的に厳しくなっ

ているのであり、もし本人が結婚を望むのならば、

ある程度それは意識してもらった方がいいだろうと

いうことです。 

それから、結婚は自分のためにするのであり、国

のため、社会のためにするのではない、結婚を国や

社会の再生産装置と考える必要はない、という反論

が考えられます。これには私も賛成です。別に国や

社会のためにと言って結婚を考える必要はありませ

ん。あくまでも自分のために結婚をすればいいので

あり、結婚をする際に少子化対策などを考える必要

はありません。ただし、多くの人が結婚を望んでい

ることは事実なので、それならばそのための条件を

意識してもいいだろう、ということです。 

  ＊  ＊ 

◆浦高関係者の皆さんに‥ 

私の話の最後

になります。こ

れまでの議論を

踏まえて、浦高

関係者の方にメ

ッセージを送り

たいと思います。

まず浦高関係者の方で、政策立案に関わる人がいら

っしゃるのではないかと思います。その方たちには、

是非、女性の就労環境の改善を考えていただきたい。

女性が働きやすい社会にして欲しいということです。

そして企業の重役の方がいらっしゃると思います。

この方たちには、長時間労働を是非削減して欲しい

ということになります。特に男性社員に対してです

ね。そして皆さんの家庭では、できるだけ家事・育

児をしていただきたいと思います。今日のテーマに

なりますが、女性にやさしくしようということです。

そして未婚者の方がいらっしゃるかと思います。結

婚したくないということでしたらよいのですが、し

てもいいとい

う方は是非パ

ートナーを見

つけていただ

きたいと思い

ます。 

最後に今日

の話の参考文

献をいくつか挙げておきました。ご清聴有り難うご

ざいました。 

[資料は、豊

田さん提供] 

 ＊ ＊ 

 やはり豊

田由貴夫さ

んの講演で

大正解でし

た。(^o^)v 


